
1

『
新
千
歳
市
史　

通
史
編
上
巻
』
を
平
成
二
十
二
年
三
月
に
刊
行
し
て
か
ら
「
志
古

津
」
の
発
行
や
資
料
の
収
集
な
ど
五
年
の
準
備
期
間
を
経
て
、
本
年
五
月
、
市
総
務
部

に
市
史
編
さ
ん
担
当
主
幹
が
再
設
置
さ
れ
、
通
史
編
下
巻
の
編
さ
ん
作
業
が
本
格
化
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

編
さ
ん
方
針
を
決
め
る
千
歳
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
に
は
、『
新
千
歳
市
史
』編
さ
ん

開
始
当
初
か
ら
「
上
巻
」
刊
行
ま
で
編
さ
ん
委
員
会
会
長
を
務
め
た
田
端
宏
氏
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
千
歳
地
域
の
戦
後
史
に
精
通
し
て
い
る
六
人
の
市
民
を
選

任
し
、
八
月
十
八
日
に
市
長
か
ら
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
た
。

　
「
上
巻
」
は
、 自
然
、 先
史
、 

古
代
、 中
世
・

近
世
、
近
代
の
終
戦
ま
で
が
領
域
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
大
学
の
教
員
や
研
究
者
な

ど
専
門
家
が
執
筆
者
の
八
割
を
占
め
た
。

　

こ
れ
か
ら
編
さ
ん
に
あ
た
る「
下
巻
」は

戦
後
か
ら
現
在
ま
で
を
領
域
と
す
る
が
、

北
海
道
史
の
研
究
者
は
多
数
い
る
が
北
海

道
の
戦
後
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
は
少

な
い
と
い
う
。

　

地
域
の
現
代
史
を
調
べ
執
筆
で
き
る
の

は
、
専
門
家
で
は
な
く
郷
土
千
歳
を
知
る

地
域
の
人
々
が
中
心
と
な
る
。

　

本
市
の
戦
後
は
、
連
合
国
軍
の
進
駐
、
自
衛
隊
の
駐
屯
、
空
港
の
伸
展
、
工
業
団
地

の
造
成
な
ど
、
占
領
期
の
混
乱
か
ら
復
興
、
そ
し
て
目
覚
ま
し
い
発
展
。
さ
ら
に
は
支

笏
湖
の
国
立
公
園
指
定
や
伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
文
化
な
ど
、
「
下
巻
」
に
は
他
の
自
治
体

に
は
な
い
史
実
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

す
で
に
編
さ
ん
委
員
会
に
お
い
て
審
議
を
重
ね
、
編
さ
ん
事
業
の
基
本
計
画
、
目
次

構
成
、
執
筆
体
制
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
執
筆
は
、
編
さ
ん
委
員
会
委
員
を
は
じ
め
、

地
域
史
の
研
究
者
、
市
職
員
・
Ｏ
Ｂ
な
ど
約
四
〇
人
が
担
い
、
執
筆
者
の
思
い
が
込
め

ら
れ
読
み
手
が
満
足
し
う
る
充
実
し
た
内
容
と
す
る
た
め
、
編
さ
ん
委
員
及
び
市
史
編

さ
ん
担
当
者
が
内
容
の
校
正
・
総
括
を
行
い
な
が
ら
、
平
成
三
十
年
度
の
刊
行
を
目
標

に
編
さ
ん
作
業
を
進
め
て
い
く
。

「
下
巻
」
の
編
さ
ん
基
本
計
画
は
次
ペ
ー
ジ
以
降
に
記
載
す
る
。

『
新
千
歳
市
史 

通
史
編
下
巻
』
の
刊
行
に
向
け
て

中
　
村
　
康
　
文

千
歳
市
総
務
部
主
幹
（
市
史
編
さ
ん
担
当
）
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『
新
千
歳
市
史　

通
史
編
下
巻
』
編
さ
ん
基
本
計
画

は
じ
め
に

　

千
歳
の
歴
史
が
「
書
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
・

開
庁
七
〇
年
を
記
念
し
職
員
に
よ
り
叙
述
さ
れ
た
『
躍
進
千
歳
の
姿
』
が
嚆こ

う
し矢

と
い
え

る
。

　

本
格
的
な
歴
史
書
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
更
科
源
蔵
（
詩
人
、
郷
土
史
家
）
に

よ
る
『
千
歳
市
史
』
、
五
十
八
年
に
は
『
千
歳
市
史
』
を
補
完
す
る
『
増
補
千
歳
市
史
』

が
長
見
義
三
（
小
説
家
、
郷
土
史
家
）
に
よ
っ
て
叙
述
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
二
冊
の
市
史

は
い
ず
れ
も
開
庁
九
〇
年
（
昭
和
四
十
四
年
）
、
開
庁
一
〇
〇
年
（
昭
和
五
十
四
年
）
に

絡
ん
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
、

　

そ
の
後
、
編
さ
ん
事
業
は
停
止
状
態
と
な
り
、
資
料
の
収
集
、
保
存
、
整
理
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
二
〇
余
年
が
経
過
し
た
。

　

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
至
り
、
二
十
年
の
市
制
施
行
五
〇
周
年
記
念
事
業
と

し
て
『
新
千
歳
市
史
』
刊
行
が
計
画
さ
れ
た
。
『
新
千
歳
市
史
』
は
、
自
然
、
先
史
、

古
代
か
ら
近
代
の
終
戦
ま
で
を
「
通
史
編
上
巻
」
、
戦
後
を
「
通
史
編
下
巻
」
と
し
て

編
さ
ん
す
る
こ
と
と
し
、
二
十
二
年
三
月
に
「
上
巻
」
を
刊
行
し
た
。
「
上
巻
」
刊
行

か
ら
五
年
に
わ
た
る
資
料
収
集
の
期
間
を
経
て
、
二
十
七
年
度
か
ら
「
下
巻
」
の
編
さ

ん
事
業
を
本
格
的
に
再
開
す
べ
く
市
総
務
部
内
に
市
史
編
さ
ん
担
当
部
署
が
新
設
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

「
下
巻
」
の
領
域
と
な
る
本
市
の
戦
後
は
、
他
自
治
体
に
は
な
い
世
界
史
と
日
本
史

の
混
乱
と
い
う
う
ね
り
の
中
で
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　

昭
和
二
〇
年
代
の
連
合
国
軍
（
米
軍
）
進
駐
に
よ
る
混
乱
の
時
代
を
経
て
、
三
〇
年
・

四
〇
年
代
に
は
米
軍
撤
退
と
自
衛
隊
の
来
駐
、
工
業
団
地
の
造
成
、
空
港
の
発
展
な
ど
、

復
興
と
飛
躍
を
遂
げ
て
北
海
道
の
中
核
都
市
へ
と
成
長
す
る
。
そ
の
後
も
空
港
の
伸
展

や
陸
路
と
鉄
路
の
充
実
の
な
か
に
都
市
基
盤
の
整
備
が
進
み
人
口
も
順
調
に
増
え
続
け

て
き
た
。
さ
ら
に
、
本
市
な
ら
で
は
の
国
立
公
園
支
笏
湖
や
伝
統
的
な
ア
イ
ヌ
文
化
な

ど
の
特
徴
的
な
歴
史
が
数
多
く
あ
る
。

　

過
去
か
ら
現
在
へ
と
受
け
継
が
れ
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
郷
土
千
歳
の
歴
史
は
、
現
在

か
ら
未
来
に
向
け
て
の
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
た

め
こ
れ
を
「
市
史
」
と
し
て
後
世
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
基
本
計
画
を

策
定
す
る
。

一
．
目
　
的

　

歴
史
を
著
す
こ
と
は
、｢

事
実
の
累
積｣

を
整
理
し
、
解
釈
と
評
価
を
加
え
る
こ
と
で

あ
る
。

　

ど
う
い
う
事
態
で
、
誰
が
ど
う
考
え
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
の
か
、
そ
こ

に
は
、
人
々
の
息
遣
い
や
、
地
域
の
風
土
、
あ
る
い
は
時
代
の
に
お
い
と
い
っ
た
も
の

が
あ
る
。

　

世
の
中
を
動
か
し
て
い
る
の
が
誰
で
あ
る
か
を
考
え
、
時
代
の
行
方
を
読
み
取
る
の

が
歴
史
で
あ
る
。

　

歴
史
は
、
そ
の
地
域
の
文
化
の
進
歩
を
計
る
一
つ
の
有
力
な
指
標
で
あ
る
。
歴
史
を

読
む
こ
と
は
、
そ
の
「
ま
ち
」
や
そ
こ
に
住
む
人
を
理
解
す
る
近
道
で
あ
る
。
こ
の

「
ま
ち
」
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
が
編
さ
ん
の
目
的
と
す
る
。

二
．
基
本
方
針

（
一
）　

歴
史
は
、
直
接
的
に
未
来
を
指
し
示
す
も
の
で
は
な
い
が
、
歴
史
か
ら
活
力

　
　
　

を
引
き
出
し
、
今
の
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
く
れ

　
　
　

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
二
）　

地
域
に
は
由
来
と
特
質
に
お
い
て
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
固
有
性
が
あ
る
。

　
　
　

地
域
の
固
有
性
は
日
本
列
島
の
歴
史
過
程
を
反
映
し
た
普
遍
性
か
ら
成
り
立
ち
、

　
　
　

人
々
の
歩
み
も
そ
の
影
響
下
に
あ
る
。

（
三
）　

編
別
構
成
は
部
門
別
と
し
、
一
つ
の
項
目
が
時
代
を
跨
る
の
で
は
な
く
、
項

　
　
　

目
ご
と
に
ま
と
め
て
時
系
列
に
す
る
こ
と
で
変
遷
が
わ
か
り
や
す
く
、
読
み
手

　
　
　

が
調
べ
や
す
い
構
成
と
す
る
。
ま
た
、部
門
別
の
前
段
に
「
概
史
」
を
記
載
し
、

　
　
　

市
史
全
体
の
概
略
と
そ
の
背
景
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
戦
後
史
を

　
　
　

四
つ
の
時
代
に
分
け
て
国
内
外
・
道
内
の
主
要
な
動
き
と
と
も
に
本
市
の
歴
史

　
　
　

を
要
約
す
る
。

（
四
）　

千
歳
の
戦
後
史
は
、
連
合
国
軍
の
進
駐
と
基
地
の
閉
鎖
そ
し
て
要
員
の
大
量

　
　
　

解
雇
と
振
り
子
の
ご
と
く
、
一
方
か
ら
他
方
へ
極
端
に
ゆ
れ
動
い
た
。
さ
ら

　
　
　

に
、
満
州
を
失
っ
た
開
拓
民
を
受
け
入
れ
る
「
内
な
る
満
蒙
」、
陸
空
自
衛
隊
の

　
　
　

来
駐
な
ど
は
世
界
や
日
本
の
政
治
の
潮
流
と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

　
　
　

千
歳
を
み
る
と
戦
後
の
日
本
が
辿
っ
て
き
た
様
々
な
特
徴
が
先
鋭
的
に
表
出
し
た

　
　
　

地
域
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
地
域
史
の
み
な

　
　
　

ら
ず
日
本
史
全
体
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
。

（
五
）　

行
政
史
に
陥
ら
ず
、
社
会
、
経
済
な
ど
多
角
的
な
視
点
と
、
開
拓
に
携
わ
っ

　
　
　

た
人
々
や
市
民
生
活
の
描
写
に
重
点
を
お
き
、
地
域
の
実
態
や
時
代
の
推
移
を

　
　
　

浮
か
び
上
が
ら
せ
、
そ
の
な
か
で
市
民
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
明
ら
か
に
す

　
　
　

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

（
六
）　

市
史
編
さ
ん
事
業
の
意
義
を
広
く
市
民
に
伝
え
、
情
報
収
集
な
ど
に
お
い
て

　
　
　

市
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
一
般
市
民
に
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を

　
　
　

目
指
し
、
文
章
表
現
は
平
易
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
、
同
時
に
学
術
的
に
も
高

　
　
　

い
水
準
な
も
の
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
七
）　

記
述
は
具
体
性
、
客
観
性
を
も
た
せ
る
と
と
も
に
最
新
の
研
究
成
果
を
盛
り

　
　
　

込
む
。
つ
ま
り
充
分
な
研
究
能
力
を
持
っ
た
者
と
、
地
元
の
状
況
を
詳
し
く
知

　
　
　

る
人
物
が
連
携
し
研
究
能
力
を
高
め
る
の
も
本
事
業
の
も
う
一
つ
の
ね
ら
い
と

　
　
　

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
八
）　

原
則
と
し
て
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
事
項
を
掲
載
す
る
も
の
と
す
る
。

（
九
）　

市
制
施
行
六
〇
周
年
に
あ
た
る
平
成
三
十
年
度
の
刊
行
を
目
途
に
計
画
す
る
。

『新千歳市史 通史編下巻』編さんスケジュール

年　度 主　な　事　業　内　容

平成27年度

・市史編さん委員の委嘱

・編さん基本計画の作成

・目次構成の作成

・執筆体制の確立（執筆者の選定）

平成28年度
・調査、原稿執筆

・執筆の進捗状況確認

平成29年度

・調査、原稿執筆

・執筆の進捗状況確認

・原稿の提出

・原稿内容の調整

平成30年度
・編集、校正、印刷

・刊行
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『
新
千
歳
市
史
　
通
史
編
下
巻
』
編
さ
ん
基
本
方
針
実
施
要
領

一
．
資
料
の
収
集
、
整
理
及
び
保
存

（
一
）　

既
存
資
料
の
デ
ー
タ
化
に
よ
り
検
索
を
容
易
に
す
る
。

（
二
）　

全
庁
的
な
協
力
体
制
を
構
築
し
、
執
筆
、
資
料
提
供
、
情
報
提
供
を
求
め
る
。

（
三
）　

史
料
調
査
、
市
民
か
ら
の
聴
き
取
り
調
査
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
。

（
四
）　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
充
分
に
配
慮
す
る
。

二
．
執
筆
体
制
の
確
立

（
一
）　

各
分
野
の
項
目
ご
と
に
分
担
者
を
決
め
る
。
専
門
領
域
な
ど
に
つ
い
て
は
研

　
　
　

究
者
、
機
関
な
ど
に
協
力
を
求
め
て
い
く
。

（
二
）　

郷
土
史
、
地
域
文
化
な
ど
の
領
域
に
つ
い
て
は
市
民
の
参
加
を
積
極
的
に
求

　
　
　

め
る
。

（
三
）　

行
政
各
分
野
に
わ
た
る
領
域
に
つ
い
て
は
市
職
員
及
び
市
職
員
退
職
者
に
よ

　
　
　

る
執
筆
も
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
執
筆
に
必
要
な
資
料
は
市
が
保
存
・
保
管

　
　
　

し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
資
料
提
供
に
つ
い
て
市
各
部
署
の
積
極
的

　
　
　

な
協
力
を
求
め
る
。

三
．
市
民
と
の
協
力

（
一
）　

市
史
編
さ
ん
は
、
従
来
行
政
が
主
導
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ

　
　
　

れ
か
ら
は
市
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
、
各
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
し
て
市
史
編
さ
ん
事
業
の

　
　
　

意
義
を
広
報
し
、
市
民
に
理
解
を
求
め
、
資
料
提
供
、
聴
き
取
り
な
ど
協
力
を

　
　
　

呼
び
か
け
る
。

（
二
）　

多
く
の
市
民
に
編
さ
ん
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
協
力
員
な
ど
の
体
制

　
　
　

を
検
討
す
る
と
と
も
に
市
民
が
市
史
に
関
心
が
も
て
る
各
種
企
画
を
検
討
し
実

　
　
　

施
す
る
。

四
．
市
民
に
読
ま
れ
る
市
史
の
作
成

（
一
）　

写
真
・
図
版
な
ど
を
活
用
し
見
や
す
い
も
の
と
す
る
。

（
二
）　

多
様
な
切
り
口
や
環
境
問
題
、
地
域
文
化
な
ど
現
代
的
課
題
に
も
取
り
組
み
、

　
　
　

読
む
者
に
と
っ
て
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
感
の
あ
る
も
の
と
す
る
。

　
五
．
編
さ
ん
基
本
方
針
実
施
計
画
の
策
定

（
一
）　

市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
協
議
を
踏
ま
え
、
編
さ
ん
計
画
を
確
定
す
る
。

（
二
）　

執
筆
者
に
よ
る
調
整
会
議
を
実
施
す
る
。

（
三
）　

事
務
局
は
実
務
を
進
め
る
に
当
っ
て
、
都
度
編
さ
ん
委
員
会
に
状
況
を
報
告

　
　
　

し
意
見
を
求
め
て
い
く
。

◎
戦
後
混
乱
期
の
資
料
を
探
し
て
い
ま
す

　

『
新
千
歳
市
史　

通
史
編
下
巻
』
編
さ
ん
に
参
考
と
な
る
戦
後
の
混
乱
期

（
昭
和
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
）
の
街
並
み
な
ど
の
写
真
や
新
聞
・
雑
誌
な

ど
、
お
借
り
で
き
る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

千
歳
市
役
所
総
務
部
主
幹
（
市
史
編
さ
ん
担
当
）
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